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Abstract : It is to clarify a purpose of this study by self-estimation of a learner about an acquisition level of a motor skill and a 

focus of consciousness for performing each movement p訂t.A result is as follows. 

1) According to the quantitative estimation of a skill acquisition level， an achievement level estimates 60% as things mentioned 

above. 

2) According to the qualitative estimation of each motor performance， the ratio of “a looking ahead" and “a stride" in runing by 

short distance that estimates when a learner was able to well become highly. On the other hand， by a hurdle race， the ratio of 

‘wave up a foot" in hurdling and “three steps of races / speed" between hurdles become highly. 

3) Likewisely， by a long jump， the ratio of a timing of“an approach run-a takeoff" and“a looking ahead" in a moment of a takeoff 

are highly， and the ratio of a timing of“an approach run-a takeoff" and “spin movement" in a high jump become highly. 

I 研究目的

本研究は，教員養成大学における体育実技の授業 (1陸

上運動J)において，学習者(大学生)が運動スキル習得

のレベルを評価する能力(定量的評価)，および自己のパ

フォーマンスについての定性的評価(自由記述)の妥当

性について明らかにすることが目的である。運動スキル

の学習過程において 学習者自身が自己のスキル習得レ

ベルや個々のパフォーマンスの結果をより適切に評価で

きるならば，学習者は新しい目標や課題により積極的に

取り組むことができるものと考えられる。そして，この

ことは体育教師あるいは指導者として，児童・生徒およ

び選手の指導や発達理解にとって極めて有益である。こ

れまで，学校体育の授業における評価の問題は，多くの

研究者や教師によって児童・生徒の学習活動の場面にお

ける定性的評価を中心として取り上げられてきた。定性

的評価の弊害は，ともすれば教師や指導者，あるいは児

童・生徒の主観的評価基準によって評価される場合が多

く，授業の構成員が評価結果を共通に理解することが困
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難になることがある。これに対して，定量的評価は，客

観的評価基準によって評価されるので評価結果を比較的

に共通理解が容易である。しかしながら，陸上運動，水

泳，器械運動などの運動スキルやパフォーマンスは「巧

みさ」や「できばえJを評価することから，定量的に評

価することは容易でない。

学校体育における「陸上運動」は，学習者が短距離走

の基本動作，ハードル走のハードリング動作，走り高跳

びゃ走り幅跳び、の跳躍動作に関するスキルを習得するこ

とである。学習者がこれらの基本的な動作スキルの習得

やパフォーマンスの向上を目指すためには，まず指導者

が基本的な動作スキルを習得していることが重要である。

そして，指導者(教師)が自己の動作スキルの遂行につ

いて適切に評価できることが陸上運動の指導にとって有

益であると考えられる。

このようなことから本研究では 陸上運動における各

種動作スキルやパフォーマンスについて，学習者が設定

された評価基準 (5段階のレベル)に従って評価を行う

とともに，自由記述によって「上手にできたJあるいは



表 1 スキル習得レベルの自己評価調査表

授業期間:

専攻

口
μ

白川日
号
一番一籍一

月
学
一
名氏

年

「陸上運動」の授業におけるスキル習得の自己評価

下記のそれぞれの運動課題を学習した結果についてスキルレベルを5段階で評価して下さい。1)スキルレベルの評価(評

価基準 :80%以上， 80%"-'60%，60%"-'40%，40%"-'20%，20%以下の5段階で記述して下さい)0 2)スキル遂行にお

いて(1)うまくできたこと (2)うまくできなかったこと について記述して下さい。

1 短距離走・リレー走における「走るスキル」の習得について

1)スキルレベルの評価:

2)スキル遂行において(1)うまくできたこと (2)うまくできなかったことについて簡潔に記述して下さい。

(1) 

(2) 

2 ハードル走における「ハードリングスキル」の習得について

1)スキルレベルの評価:

2)スキル遂行において(1)うまくできたこと (2)うまくできなかったことについて簡潔に記述して下さい。

(1) 

(2) 

3 走り幅跳びにおける「助走 踏切-空中動作一着地」のスキル習得について

1)スキルレベルの評価:

)
 

吋
E
ム(
 

2)スキル遂行において(1)うまくできたこと (2 )うまくで、きなかったことについて簡潔に記述して下さい。

(2) 

4 走り高挑びにおける「助走一踏切一空中動作一着地」のスキル習得について

1)スキルレベルの評価:

2)スキル遂行において(1 )うまくできたこと (2) うまくできなかったことについて簡潔に記述して下さい。

(1) 
(2) 

「上手にできなかったJという 2分割で自己の動作を評価

することが可能であるかということを検討することであ

る。

H 研究方法

1研究対象 4年制大学2年生 66名(男子36名，女子

30名)

2調査期間:平成18年4月"-'5月，平成18年10月"-'11月

2運動教材:短距離走，ハードル走，走り幅跳び、，走り

高跳びの4種目である。

3授業形態:授業は通常の実技授業であり，各種目の学

習はそれぞれ2種目を組み合わせて2時間通して行った。

2種目の組み合わせは短距離走×ハードル走，ハードル

走×走り幅跳び¥短距離走×走り幅跳び、，走り高跳び単

独の2時間であった。 1回の授業における 1種目の学習

時間は走り高跳びを除き約30分程度であった。授業回

数は4回であった。

4各運動種目の運動課題は次の通りである。

1 )短距離走の主な課題は，不安定状態をつくること，

目線を下げないこと 膝を少し高く上げ前方へ振り出す

こと，そして前傾姿勢を維持しながら走ること，などで

ある。

2)ハードル走の主な課題は 第一ハードルでの踏切

位置を決めること 振り上げ足の膝を伸ばし足の裏面を

前方へ向けること，抜き足の足首を起こすこと，ハード

リング時にデイップ(上体の前傾)を維持すること，ハー

ドル間ではリズムよく走ること，などである。

3)走り幅跳びの主な課題は 走力にあった助走の距

離を決めること，踏切直前に目線を下げないこと，踏切

に角度をつけて高く跳び出すこと 空中では身体をそら

し素早く下腿を前方へ振り出すこと そして足のかかと

から着地すること，などである。

4)走り高跳びの主な課題は リズミカルに助走する

こと踏切では強く踏み切り大きなスピンを生み出すよ

うに振り上げ足を高く振り上げること，空中では上方へ

両手を振り上げ後頭部・肩・背中・足の順にバーを越す

こと，そして後頭部・肩・背中の順に着地すること，な

どである。

5スキルの自己評価:自己評価は授業終了後に予め配布

されている自己評価調査表に記入し 後日提出すること

とした。それぞれの運動課題に関する自己評価調査内容

は表 1に示されている。

6評価結果の処理は， (1)スキル習得レベルの評価， (2)ス

キル遂行に関する自由記述によってそれぞれ統計的に処
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理された。自由記述の処理は，実験者が記述された内容

を精査し，主に動作スキルに関する記述の分析から評価

項目として分類された。評価項目については後述する。

なお，授業を欠席した場合とか無記入の場合には回答頻

数から削除された。

皿結果及び考察

1 各運動種目におけるスキル習得レベルの自己評価

表2は，短距離走，ハードル走，走り幅跳び、，走り高

跳びに関する 4種目の学習による自己評価の結果につい

て示したものである。表中の各運動種目の欄に示されて

いる%は回答した評価の割合である。表2から，各運動

種目間のスキル習得レベルの評価をみると，スキル習得

レベルが80%以上と 40% (ハードル走を除く)以下に

対する評価の割合が低いことがわかる。ハードル走の評

価を除いて，学習者がスキル習得を評価している最も割

合の高いレベルは80%-60%であり，また全体の約

60%以上の学習者はスキル習得レベルが60%以上であ

ると評価している。しかし ハードル走の評価について

は，全体の 58%の学習者はスキル習得レベルが60%"-' 

40%および、40%"-' 20%であると評価している。このこ

とは，ハードル走のスキル習得が困難であるのかあるい

はハードリング等のパフォーマンスを適切に評価できな

いのかのいずれかであると考えられる。

表2 各運動種目におけるスキル習得レベル (%) 

スキル習得レベル 短距離走 ハードル走 走り幅跳び 走り高跳び

80%以上 21% 18% 12% 15% 

80%-60% 48% 25% 45% 44% 

60%-40% 27% 33% 35% 26% 

40%-20% 4% 25% 5% 11% 

20%以下 0% 0% 3% 5% 
Lーーーーーーー

* N:回答者数 N=52 N=61 N=65 N=62 

そこで，運動種目別によるスキル習得レベルについて

みると，短距離走の評価の割合は80%以上のレベルが

21%， 80% -60%のレベルが48%. 60% -40%のレ

ベルが27%であった。評価の割合は80%-60%のレベ

ルが最も高く， 80%以上のレベルの割合と合わせると

69%であり，かなり多くの学習者が「走るスキルJを習

得しているといえる。

同様にハードル走についてみると評価の割合は80%

以上のレベルが 18%，80% -60%のレベルが25%，

60% -40%のレベルが33%.40% -20%のレベルが

25%であった。スキル習得レベルの評価が20%以上の

各スキルレベル間での割合は，顕著な差異がみられな

かった。このことは，学習者間で「ハードリングスキル」

の評価が分散していることを示し，ハードリングスキル

の習得とスキル評価の困難さを意味している。

走り幅跳びのスキル習得レベルでは，評価の割合は

80% -60%のレベルが45%で最も高く，次に60%-

40%のレベルが35%の順であり 他の習得レベルの評

価の割合は低いことがわかる。このことは短距離走と同

様に，かなり多くの学習者が走り幅跳び、の「動作スキル」

を習得しているといえる。

最後に，走り高跳びのスキル習得レベルについてみる

と評価の割合は80%-60%のレベルが44%で最も高

く，次に60%-40%のレベルが26%の順であり，他の

習得レベルの評価の割合は低いことがわかる。このこと

は，学習者が走り高跳びの助走-空中動作一着地の動作

スキルの遂行について意識したり 動作結果について評

価できるということを示唆している。そこで，次に各運

動種目における動作スキルの自己評価について検討する

ことにする。

表3 短距離走の動作スキルについての評価 (実数・%)

動作スキルの評価項目 上手にできた 上手にできなかった

腕の動作 手の振り 11 8% 3 2% 

ストライド 13 9% 2 1% 

足の動作 膝の高低 11 8% 5 4% 

足の接地 13 9% 9 6% 

姿勢 前傾姿勢 9 6% 。0% 
短距
目線 15 11% 2 1% 

離走
腰の使い方 2 1% 1 1% 

フォーム 7 5% 5 4% 

全体動作 リズム・スムース 1 1% 2 1% 

スピード感覚 3 2% 6 4% 

その他 スタミナ・ス夕、ート他 5 4% 14 10% 

90 65% 49 35% 

*Nは回答数を示す。 N=139

2 短距離走の動作スキルについての自己評価

短距離走の運動課題は 「走るフォームを形成するた

めに，目線の高さ，手の振り，膝の高さ，および不安定

な状態を作りながら走る」である。

表3は，学習者の自由記述から分類された評価項目

(筆者作成)に対して，学習者が「上手にできたJ，r上手

にできなかった」という主観的評価基準に基づいて評価

したものが示されている。

表3から，短距離走における動作スキルの全体の評価

をみると上手にできた」と評価している割合は65%で

あり，一方「上手にできなかった」と評価している割合

は35%であった。そこで学習者が各動作スキルについ

て「上手にできたJと評価している項目をみると，走る

時の「目線」が 11%で最も高く 次に「ストライド」お
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よび「足の接地」が9%. 1手の振りJおよび「腰の高

低」が8%，などの順であった。これに対して上手に

できなかった」と評価している動作スキルではスタミ

ナ・スタート他Jが10%で最も高く，次に「足の接地J

が6%， 1腰の高低J，1フォームJ，1スピード感覚Jがそ

れぞれ4%，などの順であった。

これらのことから，学習者は短距離走の学習過程にお

いて，多様な動作スキルについて評価していることが明

らかである。学習者が「上手にできた」と評価している

動作スキルの中でも 特に筋肉運動感覚や視覚に関わる

腕や足の動作，姿勢や目線の高さに対して評価の意識が

向けられていることがわかる。一方， 1上手にできな

かった」と評価している動作スキルの中では，筋肉運動

感覚や呼吸循環機能 および、イメージ形成についての評

価の困難性を示している。

3 ハードル走の動作スキルについての自己評価

ハードル走の運動課題は 「第1ハードルまでの歩幅

を調節し，振り揚げ足の足首を起こし，その足を前方へ

向けて前傾姿勢っくり低く飛び越す。飛び越す時には抜

き足の膝を身体へ引きつけて足首を起こしながら 1歩目

の着地を行う」である。

表4は，学習者がハードル走の動作スキルについて評

価した結果を示している。表4から，ハードル走におけ

る動作スキルの全体の評価をみると 「上手にできた」と

評価している割合は 55%であり，一方「上手にできな

かった」と評価している割合は45%であった。そこで，

学習者が各動作スキルについて「上手にできた」と評価

している各項目をみると 「振り上げ足Jと 13歩走・ス

ピード他」が 11%で最も高く 次に「前傾姿勢Jが9%，

「抜き足」が8%，などの順であった。これに対して上

手にで、きなかった」と評価している動作スキルをみると，

13歩走・スピード他」が 11%で最も高く，次に「前傾

姿勢Jが10%，1抜き足」が9%，といった順であった。

表4 ハードル走の動作スキルについての評価 (実数・%)

動作スキルの評価項目 上手にできた 上手にできなかった

歩幅の調節 8 5% 5 3% 
走

走-支持足 9 6% 5 3% 

振り上げ足 17 11% 11 7% 

ハー
抜き足 12 8% 13 9% 

ドル
ハードリ

前傾姿勢 14 9% 15 10% 
ング

走 両手の振り方 5 3% 。0% 
着地足 。0% 2 1% 

全体動作 走・ハードリング・中間走 2 1% 2 1% 

その他 3歩走・スピード他 16 11% 16 11% 

83 55% 69 45% 

*Nは回答数を示す。 N=152 

これらのことから 学習者がハードル走について「上

手にできた」と評価している動作スキルの中で，ハード

ル間の距離・スピード感覚に関する 13歩走・スピード

他」やハードリングスキル(足の動作)などの評価を意

識していることがわかる。これに対して， 1上手にでき

なかったJと評価している動作スキルでは，ハードリン

グ時の「前傾姿勢」や「抜き足」 ハードル間の 13歩

走・スピード他」が困難であると評価している。特に，

13歩走・スピード他」や「前傾姿勢Jについての評価は，

学習後において「上手にできたJと評価している学習者

がかなり認められるが 一方で「上手にできなかった」

と評価している学習者も多く認められた。つまり，学習

者はハードル走においてハードル間の 13歩走・スピー

ド」やハードリング時の「前傾姿勢」などの動作スキル

に意識が向けられていることがわかる。

4 走り幅跳びの動作スキルについての自己評価

走り幅跳びの運動課題は， 1助走-踏切-空中動作一

着地という全体のリズムと空中動作のフォームを意識す

る。そのためには助走距離を決めて自分の走力の80%

前後で助走を行い 助走-踏切のタイミングや目線の高

さを意識して踏み切る。踏切は上方へ飛び、出すように行

い，空中動作ははさみ跳びで，膝を曲げながら柔らかく

着地するJである。

表5は，走り幅跳びの動作スキルについての評価結果

が示されている。表5から 走り幅跳びにおける動作ス

キルの全体の評価をみると 「上手にできたJと評価して

いる割合は 51%であり 一方「上手にできなかった」と

評価している割合は49%であった。そこで，学習者が

「上手にできた」と評価している動作スキルをみると助

走-踏切」が 18%で最も高く 次に「踏切時の目線」が

表5 定り幅跳びの動作スキルについての評価 (実数・%)

動作スキルの評価項目 上手にできた 上手にできなかった

歩数・歩幅の調節 9 5% 12 7% 

助走距離 9 5% 6 4% 
助走

助走-踏切 30 18% 9 5% 

助走スピード 3 2% 1 1% 

踏切の強さ 4 2% 4 2% 

走り 踏切の方向 7 4% 17 10% 
幅跳 踏切

び 踏切足 。0% 4 2% 
踏切時の目線 12 7% 5 3% 

空中動作 空中姿勢・腕の振り 6 4% 21 13% 

着地動作 3 2% 2 1% 

全体動作 助走・踏切・空中動作・着地 2 1% 1 1% 

その他 。0% 。0% 
85 51% 82 49% 

*Nは回答数を示す。 N=167 
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7%の順であった。これに対して 「上手にできなかっ

た」と評価している動作スキルは「空中動作」が 13%で

最も高く，次に「踏切の方向」が 10%，r歩数・歩幅の
調節Jが7%，といった順であった。

これらのことから 多くの学習者は走り幅跳びの動作

スキルについて「助走-踏切」を重視していることが明

らかであり，学習後において「助走-踏切」のスキルが

改善していることを示唆している。一方，学習者が「上

手にできなかったJと評価している項目をみると空中

動作Jや「踏切の方向Jなどの動作スキルが不完全であ

る同時に，スキル習得の困難さを示唆している。

5 走り高跳びの動作スキルについての自己評価

走り高跳び(背面跳び)の運動課題は助走のリズム

や助走-踏切のタイミングを意識しながら，踏切時に身

体全体で大きなスピンを産むように振りあげ足の膝を素

早く振り上げる。そして空中動作は頭部・背中からバー

を越えながら着地する」である。

表6は，走り高跳びの動作スキルについての評価結果

が示されている。表6から 走り高跳びにおける動作ス

キルの全体評価をみると 「上手にできた」と評価してい

る割合は 51%であり 一方「上手にで、きなかった」と評

価している割合は49%であった。そこで，学習者が「上

手にできた」と評価している動作スキルをみると助走

-踏切(タイミング)Jが 13%で最も高く，次に「スピ

ン動作」が 11%，r空中姿勢」が8%の順であった。一
方「上手にできなかった」と評価している動作スキルで

表6 走り幅跳びの動作スキルについての評価 (実数・%)

動作スキルの評価項目 上手にできた 上手にできなかった

歩数の調節 3 2% 3 2% 

助走の速さ 。0% l 1% 
助走 助走のリズム 2 1% 1 1% 

助走-踏切(タイミング) 19 13% 3 2% 

助走のスピード 2 1% 2 1% 

踏切位置 1 1% 2 1% 

踏切動作・膝 6 4% 4 3% 

走り 踏切 踏切の方向 4 3% 2 1% 
高跳

び 踏切の強さ 4 3% 3 2% 

両腕の使い方 1 1% 2 1% 

スピン動作 16 11% 30 20% 

空中動作 足の曲げ方 1 1% 4 3% 

空中姿勢 12 8% 11 7% 

着地動作 1 1% 2 1% 

全体動作 4 3% 1 1% 

その他 恐怖心・高さの意識他 1 1% 4 3% 

77 51% 75 49% 

*Nは回答数を示す。 N=152 

はスピン動作」が20%で最も高く，次に「空中姿勢J

が7%の順であった。

これらのことから 学習者は走り高跳びの動作スキル

について「助走-踏切(タイミング)Jや空中動作の「ス

ピン動作」に関しては「上手にできたJと評価している。

しかし上手にできなかったJと評価している動作スキ

ルをみると，空中動作における「スピン動作Jの割合が

顕著に高いことがわかる。このことは，学習者が「スピ

ン動作」に対して注意集中していると同時にスピン動

作」のスキル習得の困難さを示している。

W 結 号。‘
日間

大学生の実技授業において 学習者が各運動種目のス

キル習得レベルを評価する傾向や動作スキルに対する意

識の焦点について検討してきた。その結果及び考察は次

のとおりである。

1 )学習者によるスキル習得の自己評価はハードル走を

除いて，約60%以上の学習者が60%以上の達成レベ

ルであると評価している。

2)短距離走における各動作スキルの評価結果によると，

学習者が「上手にできた」と評価している割合は，走

る時の「目線Jや「ストライド」などが高くなってい

る。

3)ハードル走における各動作スキルの評価結果による

と，学習者が「上手にできたJと評価している割合は，

ハードリング時の「振りあげ足」やハードル間の r3

歩走・スピード」などが高くなっている。

4)走り幅跳びにおける各動作スキルの評価結果による

と，学習者が「上手にできたJと評価している割合は，

「助走-踏切」のタイミングや踏切時の「目線Jなどが

高くなっている。

5)走り高跳びにおける各動作スキルの評価結果による

と，学習者が「上手にできた」と評価している割合は，

「助走-踏切Jのタイミングや「スピン動作」などが高

くなっている。

以上のことから，大学生による「陸上運動Jの授業に

おける自己評価は 定量的評価と定性的評価を併用して

行うことによって 目標の達成度や運動スキルの習得レ

ベルをある程度客観的に評価することが可能であると推

察される。そして 学習者の意識が運動スキルの遂行や

動作部分について方略的に異なるということが示唆され

た。
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